
 

 
 
 
 
 
 
 

東京港港湾計画の一部変更（案）について 
 
 
 

（概要説明資料） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 ２－４



※上記の変更に伴い、航路及び泊地等の計画水深を変更する

（２）外貿コンテナふ頭計画

（３）外内貿ふ頭計画

（４）臨海交通施設計画

（１）港湾の能力

○東京港港湾計画の一部変更の主な内容

１ 外貿コンテナふ頭
  ・コンテナ船の大型化が急速に進展し、大水深の港湾施設が不足
２ 臨海部の交通ネットワーク
　・第二航路海底トンネルへの交通集中により、渋滞問題が深刻化
　・中防外・新海面地区のコンテナふ頭等の開発に伴い、更なる交通混雑は必至

○東京港が抱える課題

　（基本的方向性）
◇◇基幹航路の維持・拡大と企業の物流戦略への対応」
　（主な内容）
◇◇既存ふ頭を含めたコンテナふ頭等の充実・強化
　　・８０００個積を超える国際標準の大型船にも対応した港湾施設の整備
　　・パナマ運河の拡張後を見据えたポスト・パナマックス船への対応

◇◇臨海部全体の交通ネットワークの充実・強化
　　・第二航路海底トンネルへの交通集中を回避する南北道路軸の強化

○東京港の今後の港湾経営戦略（東京都港湾審議会答申(平成20年7月)）

NO. 外貿コンテナふ頭

① 大井コンテナふ頭（ｏ１～ｏ７） 15m ⇒ 15～16m

② 青海コンテナふ頭（Ａ３～Ａ４） 15m ⇒ 15～16m

③ 中央防波堤外側コンテナふ頭（Y３） 15～16m ⇒ 16～16.5m

④ 新海面処分場コンテナふ頭（Z１） 15～16m ⇒ 16～16.5m

岸壁水深

NO. 外内貿ふ頭

⑤ 大井多目的

岸壁水深

11m

区　　　分 既定計画 ⇒ 変更計画（伸び率）

全　体 10,900万トン ⇒ 10,600万トン（0.97）

　外貿貨物 5,990万トン ⇒ 6,130万トン（1.02）

5,550万トン 5,690万トン（1.03）

460万ＴＥＵ 520万ＴＥＵ（1.13）

　内貿貨物 4,910万トン ⇒ 4,470万トン（0.91）

　　うちコンテナ貨物 ⇒

NO. 施　設　名 起　点 終　点

⑥ 　南　北　線
有明ふ頭連絡線
（10号地その２）

中防内5号線
（中央防波堤内側）

車線数

４
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水域施設、係留施設計画の概要 

 
 

 

②青海コンテナふ頭（A3～A4） 
（-15～-16ｍ、700ｍ） 

航路・泊地（-15～-16ｍ）

③中央防波堤外側コンテナふ頭（Y3）
（-16～-16.5ｍ、400ｍ） 

④新海面処分場コンテナふ頭（Z1）
（-16～-16.5ｍ、420ｍ） 

740m 

660m 

700m 

600m 

航路（-16～-16.5ｍ）

航路（-15～-16ｍ）

航路・泊地
（-16～-16.5ｍ）

①大井コンテナふ頭（o1～o7） 
（-15～-16ｍ、2,354ｍ） 

⑤大井多目的ふ頭（o8） 
（-11ｍ、200ｍ） 
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(2006)

H23年度

(2011)

9,000TEU型

8,000TEU型

10,000TEU型以上

従来のパナマックス船

閘門水深
１２.６ｍ

閘門幅員 ３３.５ｍ

パナマ運河拡張による「パナマックス船」の変化

４，５００TEU型
船長 ２９４ｍ
船幅 ３２ｍ
喫水 １２ｍ

（岸壁水深１３.２ｍ）

ポスト・パナマックス船

１２，０００TEU型
船長 ３６６ｍ
船幅 ４９ｍ
喫水 １５ｍ

（岸壁水深１６.５ｍ）

閘門水深
１８.３ｍ

閘門幅員 ５５ｍ

２０１５年パナマ運河拡張予定

隻

超大型コンテナ船の就航見込み

パナマ運河庁資料より作成

国土交通省資料より作成

126隻

351隻
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臨港交通施設計画

　　　　　　 臨港道路（今回計画）
　　　　　　既設道路
　　　　　　工事中の道路
　　　　　　計画道路

東京港臨海道路(Ⅱ期）

国道357号

国道357号

⑥臨港道路　南北線

環状７号線

環状２号線

環状７号線

レインボーブリッジ

第二航路海
底トンネル

臨海トンネル

環状８号線

東京港トンネル

新木場・若洲線

放射３４号線

10号地その２

10号地その１

中央防波堤内側埋立地
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H20.3.19（水）上下線合計
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【中防側から青海側を望む】

第二航路海底トンネル混雑状況

(日交通量)

平日１日あたりの渋滞時間（平成20年3月） 交通量のピーク時間帯
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臨港道路南北線計画アセスにおける検討案 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項   目 対象計画の案の概要 

計画道路名称 （仮称）東京港臨港道路南北線 

複数の計画案 【A 案】 【B 案】 【C 案】 【D 案】 

起点 10 号地その 2埋立地 10 号地その 1埋立地 
経路 

終点 中央防波堤内側埋立地 中央防波堤外側埋立地 中央防波堤内側埋立地 中央防波堤外側埋立地

構    造 トンネル 橋  梁 トンネル 橋  梁 

延    長 約 2.5km 約 3.5km 約 3.5km 約 4.2km 

車  線  数 往復４車線 

備    考 第二航路を横断する 
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